
226

"泌尿 紀 要10巻4浮

.昭 和38年4'E'.

泌尿器科領域 におけるアンダン トールの使用経験

京都大学医学部泌尿器科学教室(主 任 稲田 務教授)

教 授 稲 田 務

講 師 本 郷 美 弥

助 手 北 山 太 一

助 手 松 尾 光 雄

 THE USE OF ANDANTOL IN THE TREATMENT OF ALLERGIC 

          DISEASES AT UROLOGICAL CLINIC 

     Tsutomu INADA, Haruya HONGO, Taichi KITAYAMA and Mitsuo MATSUO 

       From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 

                        (Director  : Prof. T. Inada M. D.) 

   Andantol  (N-Dimetylamino-isopropyl-thiophenyl-pyridylamine-HCI) was orally administer-

ed to the patients with such allergic diseases as non-bacterial hemorrhagic cystitis, allergic 

renal hematuria, hemorrhagic seminal vesiculitis, non-bacterial urethritis and others. It gave 

excellent results in the majority of the patients treated. No side effect was encountered. 

   Andantol was topically applied to several cases of non-bacterial urethritis, chronic cy-

stitis and contact dermatitis with adhesive plaster. It was proved to be effective in lessen-

ing subjective complaints in those cases. 

   Andantol was also injected to those patients with urticaria resulting from the injection of 

contrast media, blood transfusion, diet-intake and cold atmosphere. Prompt subsidence of 

eruption was obtained in all the patients, but followed by some sleepiness.

緒 言

ア ンダン トールは,ド イ ツ 。ホソブル グ社 で

合成 されたN一 ジメチルア ミノ・イ ソプロピル

・チオ フエニル ピ リジルア ミン塩酸塩(イ ソサ

イペ ンジル塩酸塩)を 成分 とし,そ の構造式 は

次の通 りである.

§ 一塩 く:　一
本 剤は,抗 ヒス タ ミン剤 として優秀 な作用 を

有す るフエ ノチアジソ系化合物 のフエ ノチア ジ

ソ環 に,さ らに窒素置換 をお こなつたフエ ニル

ピ リジル ア ミン核 の誘導体で,強 力 な抗 ヒス タ

ミソ作用,抗 アセチル ヒヨ リソ作用,抗 セ ロ ト

ニン作用,鎮 痙作用及び鎮静作用等を有し,そ

の製剤であるアソダソ トール強力錠,ア ソダソ

トールゼ リー及びアソダソ トール注射液は,既

に主 として皮膚科領域に於て所謂アレルギー性

疾患に広 く使用されてお り優れた臨床効果を示

している.今 回我々は,住 友化学工業株式会社

より之らの製剤の提供をうけ,之 を日常の泌尿

器科臨床 に於て使用する機会を得たので,そ の

臨床使用成績を報告する.

臨 床 成 績

1ア ソダソトール強力錠

本錠はユ錠中に主薬12mgを 含有する2重錠であ

る.即 ち錠剤の中心部には小腸で始めて溶解する様に

特殊皮膜で包まれた主薬7mgを 含有する核があり,』

その外側に胃で溶解 ・吸収される主薬5mg含 有の鶴

層部があり,最外層部は糖衣錠となつている.こ の様
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表1ア ソダントール強力錠使用症例

症年

例令

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

10

42

41

57

60

24

42

56

38

42

性

別

12

13

14

15

16

17

18

♀

δ

♀

♀

♂

6

δ

♀

♀

♀

♀

,,1、

46

33

47

42

56

60

♀

6

δ

♀

♀

♂

診 断

非細菌性出血性膀

臓

〃

〃

急性膀胱
炎

左特発性
腎出血

〃

出血性精
藝腺炎

再発性膀
胱炎

〃

〃

症 状

3日 前 より血尿,排

尿終末時痛.

慢性膀胱
炎

〃

〃

〃

〃

〃

4日 前 より血尿,排

尿終末時痛.

所 見

尿=蛋(粁),赤(帯)

白(+),細 菌(一)

尿=蛋(帯),赤(柵)

白(+),細 菌(一)

5日 前 よ り血 尿,頻 尿:蛋(粁),赤(帯)

尿,排 尿 時不 快 感.白(+),細 菌(一)

5日 前 より頻尿,排

尿終末時痛及び尿個濁
.

2カ 月間歓的血尿,
サルフ ァ剤,止 血
剤,自 律神経遮断剤
無効

5カ 月来血尿,サ ル
ファ剤,止 血剤,自

律神経遮断剤無効.

1カ 月前 より精液が

赤褐色を帯びている
のに気づ く.

5・V6年 前 より春先

になると,頻 尿,排
尿時不快感を来しサ
ルファ剤で治癒す.

7年 来春 秋2回 頻

尿,排 尿痛を来し,
その都度医療により
10日位で治癒す.

2年 前より春先,秋

先の季節の代 り目に
頻尿痛を来し,サ ル
ファ剤で治癒.

3カ 月前より頻尿,

残尿感あ り,サ ルフ
ァ剤,抗 生物質投与
によるも軽快しない

尿:蛋(+),赤(一)

白(耕),桿 菌(帯)

尿:蛋(+),赤(帯)

白(一),細 菌(一),
血 液:好 酸 球(一),

血 清 蛋 白:γ 一グ μブ

リソ1.72

尿=蛋(+),赤(掛)

白(÷),細 菌(一),
血 液:好 酸 球3.5%,

血 清 蛋 白 げ 一グ ロ ブ

リソ2.08

精液;赤 褐色,赤(
帯),白(一)精 子濃
度,精 子運動率共に
正常

尿:蛋(+),赤(+)

自(昔)細 菌(一)

尿:蛋(粁),赤(粁)

白(冊),細 菌(一).

尿=蛋(+),赤(一)

白(+),細 菌(一).

尿=蛋(÷),赤(一)

白(+),桿 菌(+),

半年前より頻尿,排 尿:蛋(粁),赤(升)
尿終末時痛。 白(昔),桿 菌(昔).

半年前よ り頻 尿 あ
り,種 々医療を うく
も治癒しない.
2年 前 より排尿時膀

胱部不快感あり,サ
ルファ剤,抗 生物質

無効.

半年前,膀 胱腫瘍で
電気焼灼,そ の後膀
胱部に不快感あり医
療で治癒せず
2年 前 より,頻 尿,
排尿時不快感あり,
サルファ剤,抗 生物
質無効.

3年 前 より頻尿,下
〃 腹部不快感あり,医

1療によるも治癒せず

〃
半年前 より排尿時不
快感あ り,サ ルファ
剤抗生物質無効.

尿:蛋(甘),赤(+)

白(什),桿 菌(+)

アンダソトー
ル強力錠投与

方法(内 服)

尿:蛋(一),赤(一)

白(+),桿 菌(+)

尿:蛋(+),赤(一)

白(+),桿 菌(+)

尿=蛋(荘),赤(+)

白(耕),桿 菌(廿)

尿:蛋(一),赤(一)

白(+),桿 菌(+)

尿:蛋(±),赤(+)

白(粁),桿 菌(+)

1目2錠

5日 間

1日2錠

7目 間

〃

1日2錠

5日 間

1日2錠21日

間,そ の後 再投 薬

1日2錠

8日 間

1日2錠

28日 間

1日2錠

7日 間

1日2錠

14日 間

1日2錠

14日 間

1日2錠

7日 間

1日2錠

14日 間

1日2錠

7日 間

1日2錠

7日 間

1日2錠

7日 間

1日2錠

21日 間

1日2錠

7日 間

1日2錠

14日 間

経 過

2日 後に肉眼的血
尿消失.

2日 後に肉眼的血
尿消失.

投与後尿所見

5日 目,尿:蛋

(一),赤(一),白

(一)

5日 目,尿:i蛋

(一),赤(一),白

(一)

最騰 肉脚 串 臨
2～3日 後 自覚症

状一時軽減するも
その後再び増悪す

3日 後に肉眼的血

尿消失,1カ 月後
血尿再発,再 投薬
3日 後は血尿消失

3日 後に肉眼的血
尿の程度軽減,そ
の後消失には至ら
ない.

14日 後,血 精 液 の

程 度 軽 減,21日 後

消失 す,

7日 後,排 尿時不

快感,頻 尿共に軽
快す.

自覚症状不変.

5日 目,尿:蛋

(+),赤(÷),白

(冊),桿 菌(冊)

21日 後,尿:蛋

(一),赤(一),白

(一),細 菌(一).

8日 後,尿:蛋

1±橘 譲≧)自

21日 目,精 液:赤

(什)

尿:投 与前と不変

尿:投 与前と不変

効

果

冊

7日 後,頻 尿,排
尿痛共に消失す.

頻尿,残 尿感共に
軽減す.

7日 後,自 覚症状

軽減するもその後
消失には至らず.

頻尿の程度軽減す

排尿時膀胱不快感
軽減す.

自覚症状不変

頻尿稽々軽減.

自覚症状不変

自覚症状不変

十

十

贈旨叫
尿:蛋(一),赤

(一),白(+),桿

菌(一)

尿:蛋,赤(甘),

白(+),桿 菌(+)

尿:投 与前と不変

尿:投 与前 と不変

尿=投 与前と不変

尿:蛋(+),赤

(一),白(+),桿

菌(+)

十

十

十

十

十

尿櫛 前、不変L

副
作
用

尿:投 与前と不変 一
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1926 ♂

120i3216

21

22

23

67

25

37

♀

♂

♀

非細菌性
尿道炎

〃

〃

〃

再発性腎
孟腎炎

灘 鞭 摩 麟)1㌧鷺
2年 前 より時々前部

尿道部に不快感

2万 月'荊工ヴ排蕨時

前部尿道部に鈍痛あ
り,サ ルファ剤,抗
生物質無効

半年前より排尿初期
痛

2年 前 よ り春 秋2

回,発 熱及び腰痛を
来る

尿:蛋(一),赤(十)1日2錠

白(+),細 菌(+)7日 間

尿:蛋(一),赤(十)1日2錠

白(帯),細 菌(一)21日 間

尿:蛋(一),赤(十)1日2錠

白(+),細 菌(一)14日 間

驕1繍 チ)i縮

自覚症状不変 尿=投 与前と不変

尿道部不快感軽減尿=投 与前と不変十

響 雛 …与叫
自覚症状不変 尿:投 与前と不変 一

・鰍 不変 堺・踊 ・叫

な特殊構造を有するため,本 錠の内服により10～12時

間の長時間効果が持続する.

(1)対 象症例

表1に 示した如 く,急 性出血性膀胱炎3例,急 性膀

胱炎1例,特 発1性腎出血2例,出 血性精嚢腺炎1例,

再発性膀胱炎3例,慢 性膀胱炎8例,非 細菌性尿道炎

4例,再 発性腎孟腎炎1例 の計23例 に使用した.

(2)用 量,投 与方法

1日2錠(24mg)を 朝夕2回 食後に分服せ しめた.

(3)成 績

臨床成績の概要は表1に 示す通 りであ る.効 果 の

判定にあたつては,自 覚 ・他覚症状共に殆んど不変の

ものを無効(一),自 覚症状の軽減したものを梢々有

効(+),自 覚症状の激減したものを有効(什),自

覚 ・他覚症状共に消失したものを著効(柵)と した.

症例第1～3例 は,所 謂非細菌性出血性膀胱炎の症

例である.本 症は一般にアレルギー性疾患と考えられ

てお り,種 々の抗アレルギー剤がその治療に用いられ

て効果をあげている.我 々は之らの症例にアンダソ ト

ール強力錠を1日2錠 宛 ,5～7日 間投与した所,3

例共2日 後に肉眼的血尿,排 尿終末時痛は消失し,更

に5～7日 後には顕微鏡的血尿をも認めな くなつた.

投与期間中副作用と思われるものな く,又 投与中止後

も再発を来さなかつた.

第4例 は,通常の急性細菌性膀胱炎の症例であるが,

対照の意味で之にアソダントール強力錠2錠 を単独に

5日 間にわたつて投与した,そ の結果,自 覚症状,尿

所見共に殆んど不変で改善をみなかつた.し かし,特

に病勢が悪化する傾向もなかつた.

第5～6例 は,所 謂特発性腎出血の症例で,種 々の

止血剤,サ ルファ剤等の投与が臨床酌に無効 で あ っ

た.諸 検査の結果,ア レルギー性の腎出血を疑い,ア

ソダソトール強力錠を1日2錠 宛 投 与した.第5例

は,投 ㌻3日 後に肉限的血尿が消失し,そ の後投薬を

中止して約1カ 月後に血尿が再発した際,再 投薬する

と3日 後に肉眼的血尿が消失し,爾 後再発をみない,

第6例 は,ア ンダントール強力錠投与後3日 目に肉眼

的血尿の程度が納々軽減したが,そ の後5日 間の投薬

継続によるも完全には消失するに至 らなかつた.

第7例 は,血 精液症を主訴 として来院し,精 液検査

の結果,精 液は肉眼的に赤褐色を呈 し顕微鏡的には赤

血球(耕),白 血球(一)で,精 子濃度及び精子運動

率は正常であ り,精 嚢腺撮影像で滲出性の炎症像が認

められた症例である.之 にアンダソトール強力錠を投

与した所,7日 後では不変,14N後 には血精液の程度

が著減 し,21日 後には肉眼的血精液は消失した.

第8～10例 は,4季 の代 り目等に再発し之を反復す

る膀胱炎の症例で,そ の発症にアレルギー性因子の関

与を疑わしめた症例である.之 にアソダソトール強力

錠を投与 した結果は,表 に示す如 く1例 が有効,1例

は稻々有効,1例 は無効であつた.

第11～18例 は,色 々の薬物療法によつても難治性の

膨胱炎の症例で,こ の様な慢性膀胱炎では膀胱内に廉

らん,潰 瘍,肉 芽発生等の変化が継続的に存在するた

め,腎 排出性乃至経尿道的上行性の種々のアレルゲソ

が該部から吸収され易く,従 つて病像の経過にアレル

ギー性因子の関与が少なからずあるのではないかとの

見地から,通 常の薬物療法に加えてアソダソトール強

力錠の併用投与を試みた.そ の結果は表に 示す 通り

で,稽 々有効5例,無 効3例 であつた .本 錠の併用に

より特に悪化を来した症例は認めなかつた .

第19～22例 は,尿 道炎の症例である.こ の甲の男子

の3例 は所謂非細菌性尿道炎 と考えられたもので,之

にアンダントール強力錠を投与した結果は,稽 々有効

1例,無 効2例 であつた.女 子の1例 は,尿 沈渣は赤

血球(+),白 血球(帯),細 菌(一)で,尿 道内腔

に発赤,腫 脹凋濁を認めた.之 にアソダソトール強力

錠を投与した結果は無効であつた.
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第23例は,腎 孟腎炎の再発を繰返す症例で,尿 路のX

線検査等で特別の異常所見な く,病 歴からその発生に

アレルギー性因子の関与を疑わしめた症例であるが,

之にアソダソトール強力錠を投与した結果は無効であ

つた.

(4)副 作用

表1に 示す如 く,ア ソグソ トール強力錠投与による

と思われる副作用は,全 例に之を認めなかつた.

豆.ア ソ ダ ソ トー ル ・ゼ リー

ア ンダ ン トール ゼ リーは,ア ン ダ ソ トール の0.75%

を含 有す る無 色 透 明 の親 水 性 ゼ リー製 剤 で あ る.次 の

組成 を有 す る.

19中,ア ソダ ソ トー一ル7.5mg

C.MC.30.Omg

ソル ピー ト液100,0mg

ソル ビソ酸NaO.5mg

蒸 溜 水862.Omg

229

本ゼリー製剤は,既 に広 く皮麿科領域に於て試用さ

れ,優 れた止痒作用並びに鎮痛作用を有する事が認め

られている.

(1)対 象症例

表2に 示す如 く,ア ンダソトール強力錠を投与し無

効(1例 のみ禰々有効)で あつた非細菌性尿道炎の3

例,同 じく慢性膀胱炎の2例 と泌尿器科的手術術後創

面ガーゼ固定に用いた紙製絆創膏による接触性皮慮炎

の症例2例 である.効 果の判定は自覚症状の改善を目

標として観察した.判 定基準はアソダソ トール強力錠

の場合と同様である,

表2ア ンダ ン トール ・ゼ リー使 用症 例.

症

例

1

2

3

4

5

6

7

年

令

26

32

25

60

56

33

28

性

別

δ

♂

δ

δ

♀

♀

♀

診 断

非細菌性尿道
炎

〃

〃

慢性膀胱炎

〃

接触性皮虜炎
(紙製絆創膏
による)

〃

症 状 及 び 所 見

約3年 前 より時々尿道部に不快感,膿 様の汚点が
下着につ く.AF錠 内服無効.尿=蛋 白(一),赤
(一),白(+),細 菌(一)

約2年 前 より時々尿道部に不快感,AF錠 内服で自
覚症状軽減す るも尿所見不変.尿:蛋 白(一),白(
一),赤(一),細 菌(一)

治 療 及 び 経 過

ア ソダ ン トー一ル ・ゼ リー1092回 尿

道 内 に注 入.尿 道 部 の不 快 感 消 失

尿=蛋 白(一),赤(一),白(+),細

菌(一)

ア ソタ ソ トール ・ゼ リー109,3回,

尿道 内に 注 入,自 覚 症 状 不 変,尿 所

見不 変

鷺轡難卸臨鷺陣綱 善鵡 瀞轡 瀦

効

果

緋卸齢鰹麟時禦,瀦あ態酷勿澗ソ旛湿猷'扉藤羅翻+
白(什),稗 菌(+)5々 軽減,尿 所見不変

繍 貯より顕尿,下 腹部不快感あ り.医 療にょ
尿=蛋 白(一),赤る も治癒しない.AF錠 無効.

(一),白(+),桿 菌(+)

右腎捌創面ガーゼ固定に用いた紙製絆創膏貼布部
皮膚に廣痒性膨疹を来す

下腹部切開創面ガーゼ固定に用いた紙製絆創膏貼
布部皮膚に掻痒性膨疹を来す

ア ン ダ ン トー ル ・ゼ リー2092回,1

騨 康朧 ㌫ 星覚症状は可成り酬
アンダントール ・ゼリーを患部に塗

擦,暫 後掻痒感消失

〃
「〒

肚

副
作
用

(2)用 量,投 与方法

尿道炎では,ア ンダン トール ・ゼ リーlo9を 外尿道

口より尿道内に注入し,亀 頭鉗子を用いて約ユ0分間保

持せしめた.膀 胱炎では,本 ゼリー209を 経 尿道的に

膀胱内に注入し,同 様にして約10分 間保持せしめた.

接触性皮膚炎の場合は,患 者に適宜指尖にて本剤を該

部に塗擦せしめた.

(3)成 績

表2に 示す通 りである.非 細菌性尿道炎に使用した

結果は,1例 では著効を示し,1例 は有効,1例 は無

効であつた.無 効のユ例も悪化を示す事な く,ア ソダ

ントール ・ゼリーによる刺戟症状といつた副作用は認

められなかつた.

慢性膀胱炎に於て は,そ の頑固な排尿終末時不快

感,残 尿感或は下腹部不快感といつた自覚的症状に対

し局所的鎮静作用の効果を主 として期待して用いたの

であるが,そ の結果,1例 では有効,1例 では稽々有

効であつた,

創面ガーゼの固定その他色々の目的に用いられる紙

製絆創膏による接触性皮膚炎の発生は,我 々が日常の

泌尿器科臨床に於て屡々経験する所である.こ のため

患者は不快な瘤痒感に少なからず悩まされ る.こ の様

な症術2例 にアソダソ トール ・ゼリーを投与し,癌 痒

時患部に軽く塗擦せしめた所,2例 共塗擦後暫時にし

て癌痒感消失し著効を示した.

(4)畠 リダF)判

投与全例に副作用を経験しなかつた.
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表3ア ン ダ ソ ト■・一■ル 注 射 液 使 用 症 例.

症

例

1

2

3

4

5

6

年

令

41

騎i
♀

286

1

28

35

♂

6

診 断

悪 麻 疹
(腎孟撮影造
影剤注射)

〃

65

〃

蒜 麻 疹
(輸 血)

早 〃

、。1,

f

723

8 25

6

6

薄 麻 疹(寒
冷)

接触性皮膚炎
(紙製絆創膏
による)

薄 麻 疹
(食 餌 性)

症 状 及 び 所 見

水腎症にて腎捌除後.排 泄性腎孟撮影のため造
影剤注射後殆んど全身に掻痒性膨疹を来す

治 療 及 び 経 過

アソダソ トール注射後,5分 位で膨

疹,掻 痒感共に消失す

腎結石の疑いのため排泄性腎孟撮影の目的で造
影剤注射後,体 の所々に廣痒性膨疹を来す

尿管結石の疑いのため排泄性腎孟撮影の目的で
造影剤注射後,体 の1部 に療痒性膨疹を来す

腎結石にて右腎捌除後,輸 血中に顔面,頸 部に癌痒
性膨疹を来す

前立腺被膜下別除術後,全 身に廣痒性膨疹を来す

腎結石にて腎切石術後,2～3年 来寒気に触れ
ると全身に癌痒性膨疹を来す

i注 射後4～5分 で廣痒性膨疹消失す
るも同時に強い全身倦怠感を訴え,

1顔面蒼白となる.外 来にて2～3時間横臥後正常に復 し,離 院す

1注 射後5～6分 で廣痒性膨疹は消失

したが,同 時に強い睡気を覚え,20
～30分 継続 した

注射後5～7分 で睡眠に入り覚醒時
には膨疹消失し,廣 痒感(一)と なつ
た

〃

注射後7分 位して睡眠に入 り,覚 醒
時癌痒性膨疹は消失していた

効

果

帯

帯

副
作
用

全身
倦怠感

曝気
1
柵

耕

入眠

入眠

磁

騨 縢 纒鰯 讐 鎌 笙灘 灘 雛薯 に入・郷
2年 来,魚 類,コ イモ,タ ケノコなどを摂取す 注射後約30分 間睡眠,覚 醒後,疲 痒

ると全身に瘤痒性膨疹を来す 性膨疹は消失

入眠

入眠

皿.ア ンダントール注射液

本注射液1ア ンプル(1cc)は,ア ソダソトール4mg

を含 有する.

(1)対 象症例

表3に 示す如く,経 静脈性腎孟撮影用造影剤注射に

よる尋麻疹3例,輸 血による薄麻疹2例,寒 冷薄麻疹

1例,食 餌性急性苺麻疹1例 及び紙製絆創得による接

触性皮膚炎1例 に使用した.

(2)用 量,使 用方法

1回1ア ソプルを筋注若しくは皮下注射した.

(3)成 績

表3に 示す通りである,効 果の判定にあたつてはア

ンダントール強力錠,ア ンダソ トール ・ゼ リーの場合

と全 く同様の基準に従つた。

泌尿器科臨床に於て,経 静脈性腎孟撮影の際,造 影

剤の注射後に奪麻疹の発生をみる事はそれ程稀ではな

い.こ の発生原因は,ア レルギーによるものと考えら

れている.こ の症例3例(何 れも外来息者)に 奪麻疹

発生時アソダソトール注射液を筋注 した所,3例 共著

効を示し何れも注射後5～7分 で膨疹は完全に消襯し

た.し かし乍ら,第2例 は注射後強い全身倦怠感を訴

え,外 来ベットで凡そ2時 間横臥静養後にやつと回復

帰宅した.第3例 も注射後に強い睡気を訴えた.

第45例 は,入 院患者で術後輸血中に奪麻疹を発

生した症例であるが,之 にアソダソ トール注射液を筋

注した所,共 に注射後5～7分 で睡眠に入り,覚 醒し

た際には膨疹は完全に消失していた.こ の2例 は,何

れ も術後の嗜眠状態にあり,そ のためか注射後の不快

感等は訴えず,副 作用と思われる反応を認 めなかつ

た.

第5例 は,腎 孟切石術の患者であるが,2～3年 来

寒冷薄麻疹を来す様になつてお り,本 科入院中も寒気

に触れると屡々療痒性膨疹を来していた.そ こで本患

者がたまたまその薄麻疹を発生した際に,ア ンダソト

ール注射液を皮注 した所,約7分 後に睡眠に入り覚醒

時には薯麻疹は消失していた.

第7例 は,両 側睾丸固定術後の創面ガーゼ固定に用

いた紙製絆創膏による接触性皮膚炎の患者で,強 い疾

痒感を訴えたので,本 注射液を皮注した所,7分 位徒

に睡気を訴え乍 ら睡眠に入 り,覚 醒後も該部の療痒感

は消失していた.

第8例 は,左 副睾丸結核にて入院し左副肇丸別除術

後の男子であるが,昨 年8月 頃より食餌性奪麻疹(筍,'

コイモ,魚 を食すると発生する)を 来す様になつてお

り,入 院後食餌に注意をしていたに拘らず誤つて筍を

摂取して全身に奪麻疹の発生をみた.そ こで本注射液

を皮注した所,暫 後にして睡眠に入 り約30分 後に覚醒

した際療痒性膨疹は消失していた .

総括並びに考案

ア レルギー性疾患 とは,抗 原抗体反応をきつ

かけとしてお こる生体の反応の中,病 的過程麹
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示す ものを主体 とす る疾患で ある.従 つてその

治療にあたつては,ア レル ゲソの除去或はア レ

ルゲソエキスに よる減感作療法 が肝要 な原因的

治療法であるが,日 常 の臨床 に於 て ア レル ゲソ

の発見及び除去 と か そ れ に よる減感作等を行

うことは極めて困難 な業 である.そ こで抗 ヒス

タミソ剤を中心 とした抗 ア レルギ ー剤 の使用 に

ょる対症療法が,ア レルギ ー性疾患治療 の根幹

をなしてい る.ア ソダ ソ トールは,抗 ヒスタ ミ

ソ剤 として優秀な作用を有す るフエ ノチ アジ ソ

系化合物 のフエ ノチア ジン環 に さ らに窒素置換

をおこなつた フエ ニル ピリジル ア ミソ核 の誘 導

体で,抗 ヒス タ ミソ作用はDiphenhydramine

(Benadry1)の 約4倍,Antazoline(Antistine)

の21倍,そ の抗 ア レルギー作用はPrometha-

zineの 約4倍,そ の他抗 アセチル コ リン作用,

抗 セロ トニン作用 も強 く,し か も催 眠な どの中

枢性副作用は極め て軽微で ある と云 わ れ て い

る,我 々は,こ の アソダン トール の製 品で ある

アソダソ トール強 力錠,ア ソダ ン トール 。ゼ リ

ー及びアンダソ トール注射液 を,泌 尿器科臨床

に於て遭遇す るア レル ギー性疾 患 と考 え られ る

疾患乃至はア レル ギー性因子 の関与 が考 え られ

る疾患に対 して試用 した.元 来,泌 尿生 殖器系

は,平 滑筋 と粘膜 とか らな る広 い表 面 を もつて

お り,ア レル ギー性反応 に対 しては理想的 なシ

ョッ ク臓器である と考 え られ る.故 に,泌 尿生

殖器系に於け るア レル ギー性疾 患は可成 り多 い

ものと予想れ るのであるが,実 際上はむ しろ稀

にしか認識 され ていない.こ の理 由 に つ い て

は,1)泌 尿 生殖 器系は,呼 吸器 系,消 化管系,

皮膚の様にア レル ギン と直 接に接触す る事 が甚

だ少ない,2)尿 路 におけ るア レル ギー性 反応

の局所的発現 は,炎 症,充 血,滲 出時 に出血,

腫脹に平滑筋 の攣縮が考 え られ るが,之 は尿路

疾患の場合,そ れ らの症状 に よつ て尿路 ア レル

ギー性疾患 の独立性 を示 す程 の 明確 な臨床所 見

を表わす ものでは ない.3)ア レル ギー性疾 患

の診断一問診 によるア レル ゲソの発見,ア レル

ゲン除去試験,誘 発法,皮 膚 反応乃至 レアギ ソ

(「eagin)の 検 索等一 を 日常 の泌 尿器科 臨床 に

於て厳密 に行 うこ とが 困難 で ある.等 が挙 げ ら
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れる.我 々も,ア ンダソ トールの試 用 に あ た

り,そ の対象 となるア レルギー性疾患の選択 に

際 しては余 り厳密な考えはなさず,先 人により

アレルギー性疾患 と考えられている乃至はアレ

ルギー因子関与の考え られている疾患及び種々

の情況によりアレルギー性因子関与の想像され

る疾患を対象 とした.以下臨床成績を総括する.

1ア ンダン トール強力錠

① 非細菌性出血性膀胱炎

本症はアレルゲンは証明されていないが,一

般にアレルギー性疾患 と考えられており,種 々

の抗 ヒス タミソ剤がその治療に用いられて著効

ある事が示 されている.本 症3例 に対 して,ア

ソダソ トール強力錠内服の結果は何れも著効で

あつた.

(2)細 菌性膀胱炎

本症1例 に対 して用いた結果は無効であつた

が,悪 化の傾向もなかつた.

③ アレルギー性腎出血

アレルギー性腎出血の存在は夙に認められて

いる.本 症に属すると考えられた2例 に用いた

結果は,1例 に於て著効を示 し,1例 には稻有

効であつた.

㈲ 出血性精嚢腺炎

本症の成因に関 し,百 瀬,石 神等はアレルギ

ー性因子の関与を考え,投 ヒスタ ミン剤を使用

して著効を得ている.我 々が本症の1例 に使用

した結果は有効であつた.

(5)再 発性膀胱炎

本症は,4季 の代 り目に定期的に発病 しその

他の時期は無症状である事及び無菌膿尿である

事からその発症にアレルギー性因子の関与を疑

つた症例で,そ の3例 に使用した結果は,有 効

1例,稻 有効1例 及び無効1例 であつた.

(6)慢 性膀胱炎

臨床成績に於て述べた如 く,慢 性膀胱炎の経

過中には,慢 性症のために正常 とは異つた透過

性乃至吸収性を有する膀胱粘膜を通じて,種 々

のアレルゲソが接触乃至吸収され易 く,た めに

症状 とか病像の経過にアレルギー性因子の関与

があるのでないかと考え られる.そ こで本症8

例に対 し通常の薬物療法に加えてアソダソ トー
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ル強力錠の併用投与を試えた結果は,稻 有効5

例,無 効3例 であつた.悪 化を来 した症例はな

かつた.

(7)非 細菌性尿道炎

本症にはアレルギー性尿道炎が含まれると考

えられる.男 子の3例 に用いた結果は稽有効1

例,無 効2例 であり,女 子の1例 に於ては無効

であつた.

(8)再 発性腎孟腎炎

再発性膀胱炎の場合 と同様にその発症にアレ

ルギー性因子の関与を考えて,1例 に投与 した

結果は無効であつた.

以上の如 く,ア ンダソ トール強力錠は,非 細

菌性出血性膀胱炎,ア レルギー性腎出血,出 血性

精嚢腺炎などアレルギー性因子の濃厚な疾患に

対 しては甚だ有効な作用を有している,ア レル

ギー性因子の想像される再発性膀胱炎の1部 に

も有効である.慢 性細菌性膀胱炎に通常の薬物

療法に加えて併用投与した結果は余 り著明な効

果は認められず,又 通常の細菌性膀胱炎に単独

投与 した時も無効であつた.し かし乍ら,之 ら

細菌性膀胱炎に投与した際も,悪 化 した例は皆

無であつた.尚,ア レルギー性因子の疑われる

非細菌性尿道炎に対しては,内 服療法では予期

する程の効果が認められなかつた.

アソダソ トール強力錠内服に伴 う副現象は全

く之を認めていない.

9ア ソダソ トール ・ゼ リー

① 非細菌性尿道炎

アソダソトール強力錠が無効(中1例 は稻有

効)で あつた3例 に使用 した結果は,1例 に於

て著効,1例 が有効で1例 は無効であつた.

(2)慢 性膀胱炎

その頑固な膀胱症状に対 して本症の局所鎮静

作用を期待した結果は,1例 に於て有効,1例

では稽有効であつた.

③ 接触性皮鱈炎(紙 製絆創膏による)

本症は皮膚科疾患に属すべきものであるが,

泌尿器科臨床に於てはその性格上紙製絆創膏の

使用が頻繁で,従 つて本症の発現 も多 く,適 宜

泌尿器科医が処置すべぎものとなつている.こ

の症例2例 に対 して用いた結果は,2例 共有効

であつた.

以上の通 り,非 細菌性尿道炎,慢 性膀胱炎に

於て尿道部不快感,排 尿痛,排 尿時不快感,下

腹部不快感などの局所的自覚症状に対してアン

ダソ トール ・ゼ リーは可成 りの有効 率 を 示 し

た.又,元 来皮膚科疾患に属すべき もの なが

ら,臨 床上屡々泌尿器科医が取扱わねばならな

い紙製絆創膏による接触性皮膚炎に対 しても有

効であつた.之 らは,ア ンダソ トール ・ゼリー

の抗 ヒスタミソ作用に加うるに局所 的 鎮 痛作

用,鎮 静作用に基 くものである.又 本剤は,使

用に際 して塗抹 し易 く,べ とつかず更に拭き取

り易い等の簡便さを有するので,臨 床上甚だ有

用な製剤であると考える.

皿 アソダソ トール注射液

(ユ)経 静脈性腎孟撮影剤注射による葦麻疹

本症は アレルギー性の ものと考え られてし・

る.3例 の外来患者に用いた結果は,何 れも奪

麻疹に対 しては著効を示 したが,2例 に於てつ

よい睡気が訴えられた.

(2)輸 血による奪麻疹

本症は輸血によるア レルギー性反応の1つ で

ある.2例 に使用 した結果は,何 れ も著効を示

したが共に注射後数分にして睡眠に入つた.

(3)寒 冷奪麻疹,接 触性皮膚炎(紙 製絆創膏に

よる),食 餌性藩麻疹

之 らは皮膚科疾患であるが,泌 尿器科入院患

者等に於て時に経験する所で,そ の緊急的対症

的処置が屡々要求される.各 々1例 計3例 に使

用 した結果は,全 例共著効(接 触性皮膚炎の場

合は有効)で あつたが,何 れ も注射後数分匹し

て睡眠に入つている.

以上の症例は総てア レルギー性疾患である奪

麻疹の症例で元来皮膚科領域に属す も のであ

る・ しか し,日 常の泌尿器科臨床に於て少なか

らず遭遇する所のものであり,泌 尿器科医と量

えども其 の実態を把握し且つ適当な処置を知つ

てお く必要がある.之 らの症例に対 しアソダソ

トール注射液は総て著効を示 した.之 はアソダ

ソ トールの抗 ヒスタミン作用が確実且つ強力な

事を示すものである.し かし乍 ら,反 面副作榊

として強い睡気が訴えられる傾向がある⑳でド
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外来患者に用いる時はそれに対する留意が必要

である.

結 語

我々は貝常の泌尿器科臨床に於て,ア ンダソ

トール強力錠,ア ンダソ トール ・ゼ リー及びア

ソダン トール注射液を試用 し,次 の結 論 を 得

た,

1ア ソダン トール強力錠は,急 性出血性膀

胱炎3例,特 発性腎出血(ア レルギー性 腎 出

血)2例,出 血性精嚢腺炎1例 に対 し著効乃至

有効を示し,再 発性膀胱炎3例 に対 しては1部

有効であり,慢 監膀胱炎8例 に抗生物質等と併

用してその半数に稽々有効であり,非 細菌性尿

道炎4例 に対 してはその1例 に稚々有効で,急

性勝胱炎 ユ例及び再発性腎孟腎炎1例 には無効

であつた.

副作用は全例に認めなかつだ.

2ア ソダン トール ・ゼ リー一は,非 細菌性尿

道炎3例 に用いて,著 効1例,有 効1例,無 効

1例 であり,慢 性膀既炎2劔 に鰐 して 有 効1

例,稻 々有効で,紙 製絆創膏による接触性皮膚

炎2例 に用いて有効であつた.

副作用は全例に認めなかつた。

3ア ンダントール注射液は,排 港性腎孟造

影剤注射による蒙麻疹3例,輸 血による蒙麻疹

2例,寒 冷蒙麻疹1例,食 鋳性蒙麻疹1例 に用

いて何れも著効を示し,紙 製絆創膏による接触

性皮膚炎i例 に対 しては有効であつた,

副作用としては,1例 を除 く全例に睡気を来

も,そ の中入院患者である§名は注麟後数分に

して睡眠に入 り,外 来の1名 は強い全身倦怠感

を訴えた,
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